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(百万円未満四捨五入)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 150,866 △12.3 10,973 △35.3 9,657 △40.4 7,215 △37.7

2025年３月期 172,097 △4.6 16,967 △15.2 16,200 △15.3 11,579 △14.6
(注) 包括利益 2026年３月期 8,805百万円(△24.3％) 2025年３月期 11,628百万円(△23.7％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 519.86 － 7.3 4.4 7.3

2025年３月期 819.46 － 12.5 7.4 9.9
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 1百万円 2025年３月期 48百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 219,411 101,308 46.1 7,298.24

2025年３月期 217,461 96,606 44.3 6,845.74
(参考) 自己資本 2026年３月期 101,108百万円 2025年３月期 96,413百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 13,545 △9,383 △2,733 11,034

2025年３月期 11,041 △11,389 △7,394 9,369

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 100.00 － 120.00 220.00 3,100 26.8 3.4

2026年３月期 － 110.00 － 110.00 220.00 3,049 42.3 3.1

2027年３月期(予想) － 110.00 － 110.00 220.00 38.1



３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 80,000 5.6 6,000 1.7 5,500 4.6 3,500 △3.4 252.64

通期 169,000 12.0 13,000 18.5 12,000 24.3 8,000 10.9 577.46

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 15,497,333株 2025年３月期 15,497,333株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,643,580株 2025年３月期 1,413,624株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 13,879,578株 2025年３月期 14,130,040株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 129,165 △12.9 8,794 △35.5 8,502 △38.2 6,508 △35.3

2025年３月期 148,252 △2.7 13,643 △20.9 13,768 △20.0 10,061 △19.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 468.70 －

2025年３月期 711.79 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 195,215 87,452 44.8 6,309.98

2025年３月期 194,654 83,933 43.1 5,957.33

(参考) 自己資本 2026年３月期 87,452百万円 2025年３月期 83,933百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たって
の注意事項については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況、（２）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
当社は、2026年５月20日（水）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。決算説明会資料につ

いては、2026年５月19日（火）に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が改善するなど景気は緩やかな回復傾向にあるものの、地

政学的リスクの高まりや米国の通商政策の動向など不安定な状況が継続しました。

ステンレス特殊鋼業界におきましては、造船向けの需要は堅調に推移し、半導体製造装置向け需要も年明けより回復

の兆しが見え始めました。一方で、建築資材向けは物価高や人手不足等による需要停滞に改善が見られず、厳しい状況

が続きました。また、東アジア地域からの安価な輸入材の流入は高水準で継続いたしました。

当社グループの戦略分野である高機能材につきましては、世界的なＡＩ投資拡大等を背景に半導体生産関連向けの需

要が増大しているものの、中国経済の停滞や環境関連分野への投資先送りなどが影響し数量面では低迷が続きました。

コスト面につきましては、原料価格は比較的安定して推移いたしましたが、人件費や減価償却費など固定費の増加が

収益を圧迫いたしました。

その結果、当連結会計年度の販売数量につきましては前年度比6.8%減（高機能材9.9%減、一般材5.0%減）、連結売上

高は150,866百万円（前年度比21,231百万円減）となりました。また、利益面につきましては、連結営業利益10,973百

万円（前年度比5,994百万円減）、連結経常利益9,657百万円（前年度比6,542百万円減）、親会社株主に帰属する当期

純利益7,215百万円（前年度比4,363百万円減）となりました。

（２）今後の見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、半導体関連の需要は今後も好調に推移する見通しであり、輸入材の流入はピー

ク時に比べて減少傾向が見られ、足元のステンレス一般材の受注状況は回復基調にあります。

その一方、中東情勢によるエネルギー価格の高騰や経済活動の減速など地政学的リスクは高まっておりますが、その

影響を定量的に予測することは困難な状況であります。

このような認識のもと、当社グループにおきましては、本日公表の「中期経営計画2026-2028」で掲げた諸施策を着

実に実行し、収益基盤や財務基盤の強化に努めてまいります。

これらを踏まえた2027年３月期連結業績予想は下記の通りであります。

2027年３月期 連結業績予想

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

2027年３月期第２四半期（累計）

連結業績予想
80,000 6,000 5,500 3,500

2027年３月期通期連結業績予想 169,000 13,000 12,000 8,000

なお、本業績予想において、為替レートは155円／US＄、ニッケル価格は7.5US＄／LBを前提としております。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

今後のＩＦＲＳ（国際会計基準）の適用につきましては、内外の情勢等を踏まえながら適切な対応を検討していく方

針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,516 11,275

受取手形、売掛金及び契約資産 19,426 16,488

電子記録債権 7,094 7,286

商品及び製品 13,225 13,200

仕掛品 33,455 31,336

原材料及び貯蔵品 16,028 17,587

その他 3,156 2,236

貸倒引当金 △165 △159

流動資産合計 101,735 99,249

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 59,854 61,478

減価償却累計額 △41,957 △43,083

建物及び構築物（純額） 17,897 18,395

機械装置及び運搬具 171,033 175,068

減価償却累計額 △125,111 △127,251

機械装置及び運搬具（純額） 45,923 47,817

土地 36,363 36,472

リース資産 6,016 6,086

減価償却累計額 △2,216 △2,470

リース資産（純額） 3,800 3,616

建設仮勘定 1,244 1,559

その他 6,694 6,807

減価償却累計額 △5,874 △5,997

その他（純額） 820 811

有形固定資産合計 106,047 108,670

無形固定資産

ソフトウエア 2,139 2,195

その他 770 604

無形固定資産合計 2,909 2,799

投資その他の資産

投資有価証券 6,052 7,730

繰延税金資産 124 162

その他 582 795

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 6,744 8,673

固定資産合計 115,700 120,142

繰延資産

社債発行費 27 19

繰延資産合計 27 19

資産合計 217,461 219,411
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,290 7,375

電子記録債務 5,223 4,428

設備関係支払手形 141 1

設備関係電子記録債務 699 2,071

短期借入金 36,321 37,723

1年内返済予定の長期借入金 9,710 9,823

未払法人税等 1,951 575

未払消費税等 23 1,212

賞与引当金 1,755 1,700

役員賞与引当金 270 165

環境対策引当金 94 34

その他 6,677 5,045

流動負債合計 74,154 70,153

固定負債

社債 8,000 8,000

長期借入金 21,040 21,585

リース債務 3,702 3,398

繰延税金負債 3,196 3,643

再評価に係る繰延税金負債 835 889

退職給付に係る負債 9,787 10,312

環境対策引当金 83 84

金属鉱業等鉱害防止引当金 6 6

事業整理損失引当金 22 22

その他 30 11

固定負債合計 46,702 47,950

負債合計 120,855 118,103

純資産の部

株主資本

資本金 24,301 24,301

資本剰余金 9,542 9,552

利益剰余金 62,436 66,437

自己株式 △5,058 △5,956

株主資本合計 91,221 94,334

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,685 3,920

繰延ヘッジ損益 △1 10

土地再評価差額金 1,812 1,758

為替換算調整勘定 696 1,085

その他の包括利益累計額合計 5,192 6,774

非支配株主持分 192 200

純資産合計 96,606 101,308

負債純資産合計 217,461 219,411
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 172,097 150,866

売上原価 141,448 125,507

売上総利益 30,649 25,359

販売費及び一般管理費 13,682 14,385

営業利益 16,967 10,973

営業外収益

受取利息 14 17

受取配当金 376 188

持分法による投資利益 48 1

固定資産賃貸料 126 128

為替差益 － 47

保険差益 － 77

その他 107 84

営業外収益合計 670 541

営業外費用

支払利息 719 969

手形売却損 25 32

為替差損 51 －

固定資産除却損 250 268

固定資産撤去費 57 103

売上割引 234 258

環境対策費 11 55

その他 92 171

営業外費用合計 1,438 1,857

経常利益 16,200 9,657

特別利益

固定資産売却益 2 11

投資有価証券売却益 － 130

関係会社清算益 － 15

固定資産圧縮額戻入益 － 700

特別利益合計 2 856

特別損失

固定資産売却損 110 －

災害による損失 － 229

補助金返還損 － 700

特別損失合計 110 929

税金等調整前当期純利益 16,092 9,585

法人税、住民税及び事業税 4,115 2,411

法人税等調整額 352 △45

法人税等合計 4,467 2,365

当期純利益 11,625 7,219

非支配株主に帰属する当期純利益 46 4

親会社株主に帰属する当期純利益 11,579 7,215



日本冶金工業株式会社(5480) 2026年３月期 決算短信

― 6 ―

連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 11,625 7,219

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △233 1,232

繰延ヘッジ損益 △17 11

土地再評価差額金 22 △54

為替換算調整勘定 231 393

持分法適用会社に対する持分相当額 0 3

その他の包括利益合計 3 1,586

包括利益 11,628 8,805

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,537 8,797

非支配株主に係る包括利益 91 7
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,301 9,542 53,892 △3,231 84,504

会計方針の変更による累積的

影響額
17 17

会計方針の変更を反映した当期

首残高
24,301 9,542 53,909 △3,231 84,521

当期変動額

剰余金の配当 △2,856 △2,856

親会社株主に帰属する当期純

利益
11,579 11,579

自己株式の取得 △1,853 △1,853

自己株式の処分 9 26 35

土地再評価差額金の取崩 △205 △205

株主資本以外の項目の当期変

動額（純額）

当期変動額合計 － － 8,527 △1,827 6,700

当期末残高 24,301 9,542 62,436 △5,058 91,221

その他の包括利益累計額

非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 2,919 16 1,585 509 5,029 252 89,785

会計方針の変更による累積的

影響額
△17 △17 －

会計方針の変更を反映した当期

首残高
2,901 16 1,585 509 5,012 252 89,785

当期変動額

剰余金の配当 △2,856

親会社株主に帰属する当期純

利益
11,579

自己株式の取得 △1,853

自己株式の処分 35

土地再評価差額金の取崩 △205

株主資本以外の項目の当期変

動額（純額）
△216 △17 226 186 180 △60 120

当期変動額合計 △216 △17 226 186 180 △60 6,820

当期末残高 2,685 △1 1,812 696 5,192 192 96,606
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当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,301 9,542 62,436 △5,058 91,221

会計方針の変更による累積的

影響額
－

会計方針の変更を反映した当期

首残高
24,301 9,542 62,436 △5,058 91,221

当期変動額

剰余金の配当 △3,215 △3,215

親会社株主に帰属する当期純

利益
7,215 7,215

自己株式の取得 △953 △953

自己株式の処分 10 56 66

土地再評価差額金の取崩 －

株主資本以外の項目の当期変

動額（純額）

当期変動額合計 － 10 4,000 △898 3,113

当期末残高 24,301 9,552 66,437 △5,956 94,334

その他の包括利益累計額

非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 2,685 △1 1,812 696 5,192 192 96,606

会計方針の変更による累積的

影響額
－

会計方針の変更を反映した当期

首残高
2,685 △1 1,812 696 5,192 192 96,606

当期変動額

剰余金の配当 △3,215

親会社株主に帰属する当期純

利益
7,215

自己株式の取得 △953

自己株式の処分 66

土地再評価差額金の取崩 －

株主資本以外の項目の当期変

動額（純額）
1,235 11 △54 390 1,582 7 1,589

当期変動額合計 1,235 11 △54 390 1,582 7 4,702

当期末残高 3,920 10 1,758 1,085 6,774 200 101,308
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 16,092 9,585

減価償却費 5,830 6,534

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 277 △55

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 270 △105

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △773 526

環境対策引当金の増減額（△は減少） △155 △58

受取利息及び受取配当金 △390 △205

支払利息 719 969

持分法による投資損益（△は益） △46 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △130

固定資産売却損益（△は益） 108 △11

固定資産除却損 250 268

関係会社清算損益（△は益） － △15

保険差益 － △77

災害による損失 － 229

補助金返還損 － 700

固定資産圧縮額戻入益 － △700

売上債権の増減額（△は増加） 368 2,746

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,397 585

仕入債務の増減額（△は減少） △6,369 △4,710

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,690 1,189

その他 △526 537

小計 14,354 17,796

利息及び配当金の受取額 390 205

利息の支払額 △749 △956

保険金の受取額 － 394

災害損失の支払額 － △124

法人税等の支払額 △2,955 △3,769

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,041 13,545

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △56 △175

定期預金の払戻による収入 25 81

有形及び無形固定資産の取得による支出 △11,291 △8,693

有形及び無形固定資産の売却による収入 22 11

投資有価証券の取得による支出 △72 △57

関係会社の整理による収入 － 38

補助金の返還による支出 － △700

その他 △18 111

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,389 △9,383
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,460 1,340

長期借入れによる収入 3,042 10,408

長期借入金の返済による支出 △5,315 △9,751

社債の償還による支出 △5,000 －

自己株式の取得による支出 △1,851 △952

配当金の支払額 △2,852 △3,216

非支配株主への配当金の支払額 △151 △0

セール・アンド・リースバックによる収入 914 －

その他 △642 △562

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,394 △2,733

現金及び現金同等物に係る換算差額 194 237

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,549 1,665

現金及び現金同等物の期首残高 16,918 9,369

現金及び現金同等物の期末残高 9,369 11,034
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含めていた「電子記録債権」は、金額的重

要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に表示していた

26,520百万円は、「受取手形、売掛金及び契約資産」19,426百万円、「電子記録債権」7,094百万円として組み替え

ております。

前連結会計年度において、「流動負債」の「支払手形及び買掛金」に含めていた「電子記録債務」は、金額的重

要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「支払手形及び買掛金」に表示していた

16,513百万円は、「支払手形及び買掛金」11,290百万円、「電子記録債務」5,223百万円として組み替えておりま

す。

前連結会計年度において、「流動負債」の「設備関係支払手形」に含めていた「設備関係電子記録債務」は、金

額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「設備関係支払手形」に表示していた840

百万円は、「設備関係支払手形」141百万円、「設備関係電子記録債務」699百万円として組み替えております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

当社グループは、ステンレス鋼板及びその加工品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ 当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

当社グループは、ステンレス鋼板及びその加工品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

当連結会計年度
（自 2025年４月１日
至 2026年３月31日）

１株当たり純資産額 6,845.74円 7,298.24円

１株当たり当期純利益金額 819.46円 519.86円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

当連結会計年度
（自 2025年４月１日
至 2026年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
11,579 7,215

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額（百万円）
11,579 7,215

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,130 13,880

(重要な後発事象)

該当事項はありません。



日本冶金工業株式会社(5480) 2026年３月期 決算短信

― 13 ―

４．補足情報

（１）2026年３月期 通期損益実績（連結） （単位：億円）

2025年３月期

連結会計年度

2026年３月期

連結会計年度
前年度比

売上高 1,721 1,509 △212

営業利益 170 110 △60

在庫評価損益

上記除く営業利益

△25

195

3

107

28

△88

経常利益 162 97 △65

親会社株主に帰属する

当期純利益
116 72 △44

平均為替レート（円／US$） 152.58 150.77 △1.81

平均Ni-LME価格（US$／LB） 7.51 7.08 △0.43

＜通期 部門別販売量（単体）＞ （単位：千トン）

2025年３月期

連結会計年度

2026年３月期

連結会計年度
前年度比

高機能材部門（単価：円／kg） 40 (1,659) 36 (1,489) △4 (△170)

一般材部門（単価：円／kg） 146 (553) 139 (540) △7 (△13)

＜在庫評価損益を除く営業利益の変動要因分析＞（単位：億円）

影響金額

高機能材部門販売量 △15

一般材部門販売量 △12

販売価格 △70

原料他コスト 20

関係会社・他 △11

合計 △88
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（２）2027年３月期 通期業績予想（連結） （単位：億円）

2026年３月期

連結会計年度

（実績）

2027年３月期

連結会計年度

（予想）

前年度比

売上高 1,509 1,690 181

営業利益 110 130 20

在庫評価損益

上記除く営業利益

3

107

19

111

16

5

経常利益 97 120 23

親会社株主に帰属する

当期純利益
72 80 8

平均為替レート（円／US$） 150.77 155.00 4.23

平均Ni-LME価格（US$／LB） 7.08 7.50 0.42

※為替レート155.00円／US$、Ni-LME価格7.50US$／LBは、業績予想の前提値です。

＜通期 部門別販売量（単体）＞ （単位：千トン）

2026年３月期

連結会計年度

（実績）

2027年３月期

連結会計年度

（予想）

前年度比

高機能材部門（単価：円／kg） 60 (1,176) 62 (1,264) 2 (88)

一般材部門（単価：円／kg） 115 (503) 120 (537) 5 (34)

※2026年３月期実績は、「中期経営計画2026-2028」における一部製品の一般材から

高機能材への区分の変更を反映して再集計した値です。

＜在庫評価損益を除く営業利益の変動要因分析＞（単位：億円）

影響金額

高機能材部門販売量 8

一般材部門販売量 10

販売価格 79

原料他コスト △75

関係会社・他 △17

合計 5


